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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史にI『
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての骨

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民態章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびごにしまて
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしまZ
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしまZ
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

は
誇
妬
す
す
す

一

大
渡
災
が
発
生
し
た
場
合
、

簸
初
の
７
日
間
が
最
も
重
要
だ

と
い
わ
れ
ま
す
。
特
に
災
害
発

生
の
直
後
に
、
適
切
な
体
制
の

下
で
迅
速
な
措
壷
を
と
る
こ
と

は
、
被
害
を
般
少
限
に
食
い
止

め
る
た
め
に
不
可
欠
で
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
市
で

は
新
た
に
「
大
規
模
震
災
初
動

体
制
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

従
来
、
市
の
災
害
対
策
本
部
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地
域
に
密
着
し
た
防
災
体
制
を

は
１
か
所
で
し
た
が
、
新
計
画
で

は
、
市
内
に
６
つ
の
地
域
対
策
支

部
を
設
壷
し
、
市
職
員
が
最
寄
り

の
支
部
に
集
合
し
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
応
急
対
策
を
実
施
し
ま

す
。
居
住
地
に
よ
っ
て
、
職
員
が

ど
の
支
部
に
駆
け
つ
け
る
の
か
、

そ
の
配
壷
も
決
定
し
て
い
ま
す
。

今
日
の
防
災
訓
練
は
、
こ
の

「
初
動
体
制
計
画
」
に
基
づ
き
、

対
策
本
部
と
地
域
支
部
（
天
王
台
）

初
動
体
制

私
た
ち
の
住
む
日
本
は
、
世
界
で
も
例
を
見
な
い
地
窪
大

国
で
す
。
戦
後
、
最
大
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
阪
神
・
淡
路

大
璽
災
で
は
、
都
市
直
下
型
地
狸
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
こ
の
大
謹
災
を
教
訓
に
、
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
図
り
壷
８
月
に
「
大
規
模
襲
災
初

動
体
制
計
画
」
を
策
定
。
緊
急
事
態
に
備
え
る
一
方
、
災
害

に
強
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
機
動

性
の
高
い
防
災
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
初
動

体
制
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
Ⅱ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
Ⅱ

市
長
福
嶋
浩
彦

と
避
難
所
（
我
孫
子
第
三
小
学

校
）
を
結
ん
で
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
と
の
交
信
や
避
難
所
へ
浄

水
車
の
派
遣
も
要
請
し
、
よ
り

実
践
的
な
も
の
に
し
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
地
域
支
部
と

自
主
防
災
組
織
や
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
連
携
が
大
き
な
課

題
で
す
。
皆
さ
ん
の
一
届
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

災
害
対
策
に
お
け
る
初
動
体
制

の
迅
速
な
確
立
は
、
災
害
で
の
被

害
を
最
少
限
に
食
い
止
め
る
大
き

な
要
因
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
緊
急
対
策
と
し
て
、
現

行
の
謹
災
に
お
け
る
初
動
体
制
計

画
を
抜
本
的
に
改
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
救
助
・
救
謹
等
を
最
優
先

に
職
員
を
配
冠
す
る
な
ど
新
し
い

初
動
体
制
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
大
規
模
霊
災
初
動
体
制
計

画
は
、
全
市
を
網
羅
す
る
た
め
、

災
害
対
策
本
部
を
中
心
に
そ
れ
ぞ

れ
地
域
ご
と
に
地
域
対
策
６
支
部

市
で
は
、
大
規
模
な
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
「
地
域
防
災
計
画
」

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
１
月
”

日
、
早
朝
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
よ
う
な
都
市
直
下
型

地
震
は
、
私
た
ち
の
予
想
を
は
る

か
に
上
回
る
も
の
で
し
た
。

皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
阪
神
．

淡
路
大
震
災
で
は
、
多
く
の
尊
い

人
命
や
財
産
が
失
わ
れ
、
こ
の
大

震
災
を
教
訓
に
救
助
・
救
援
、
避

難
体
制
を
は
じ
め
、
道
路
交
通
網

の
確
保
、
耐
震
基
準
の
見
直
し
な

ど
《
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
提
起
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
防
災
計
画
を
根
本
か
ら
見

直
す
た
め
に
は
、
国
や
県
と
の
調

整
が
急
務
と
な
り
、
再
度
見
直
し

を
検
討
す
る
に
は
、
一
定
の
時
間

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

我
孫
子
市
で
は
、
こ
う
し
た
遅

れ
を
避
け
、
現
実
的
に
狸
万
市
民

の
〃
生
命
と
財
産
〃
を
守
る
た
め

８
月
に
「
大
規
模
震
災
初
動
体
制

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

初
動
体

の
確

立制

（
下
図
参
照
）
を
設
鍾
し
、
大
規

模
窪
災
に
備
え
、
職
員
が
速
や
か

に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
対
策
支
部

で
の
活
動
は
、
轍
員
だ
け
で
な
く

地
域
の
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
地
域
災
害

の
活
動
に
あ
た
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。

◎
地
域
対
策
支
部
の
組
織
に
つ
い

て

地
域
対
策
支
部
は
各
支
部
ご
と

に
支
部
長
、
副
支
部
長
、
情
報
班

を
は
じ
め
調
査
救
助
（
救
助
・
調

査
）
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
受
け
入

れ
・
調
整
）
、
救
謹
（
医
療
関
係
）

物
査
（
調
達
・
支
給
）
等
９
班
を

編
成
。
発
災
初
期
に
お
い
て
は
、

救
助
活
動
を
重
点
に
行
い
、
速
や

か
な
応
急
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
在
住
轍

員
を
主
体
に
災
害
対
策
本
部
・
地

域
対
策
支
部
に
職
員
５
２
６
名
を

任
命
し
、
配
置
し
て
い
ま
す
。

備
蓄
物
資

の
強
化

災
害
時
用
の
食
糧
（
長
期
保
存

食
品
）
な
ど
を
中
心
と
し
た
備
蓄

物
査
の
確
保
は
、
市
に
と
っ
て
緊

急
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６
月
に
は
、
緊
急
的
措
謹
と
し

て
、
備
蓄
物
盗
購
入
の
予
算
化
が

決
定
し
、
食
樋
に
つ
い
て
は
、
当

面
、
７
万
６
０
０
０
食
が
確
保
さ

れ
る
一
方
、
毛
布
・
タ
ン
カ
等
救

助
物
査
の
備
え
も
充
実
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
ま
で
備
蓄
物
査
の
保

管
場
所
は
、
消
防
本
部
で
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
湖
北
台
西

小
学
校
、
布
佐
小
学
校
の
３
か
所

に
分
散
保
管
し
、
災
害
時
に
備
え

て
い
ま
す
。

計
画
を
策
定

情
報
収
集
・
伝
達

手
段
等
の
整
備

有
線
電
話
が
不
通
に
な
っ
た
場

合
を
想
定
し
、
災
害
時
の
活
動
拠

点
と
な
る
災
害
対
策
本
部
、
地
域

対
策
支
部
お
よ
び
避
難
所
と
な
る

市
内
小
・
中
学
校
に
も
携
帯
電
話

を
設
置
。
一
方
、
有
線
回
線
に
つ

い
て
は
、
各
活
動
拠
点
に
災
害
時

用
優
先
近
話
も
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
で
は
我
孫
子
市
防
災

会
議
委
員
と
し
て
、
陸
上
自
術
隊

松
戸
需
品
禰
給
処
お
よ
び
海
上
自

衛
隊
下
総
航
空
基
地
が
参
加
し
、

災
害
時
に
お
け
る
協
力
体
制
も
整

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
救
援
・
救
助
活

動
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
主
防
災

組
織
を
拡
大

現
在
、
市
内
に
は
釦
団
体
の
自

主
防
災
組
織
が
自
治
会
に
詮
寵
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
防
災
活
動

の
柱
と
な
る
自
主
防
災
組
織
作
り

を
今
後
、
補
助
制
度
の
見
直
し
を

検
討
し
な
が
ら
祇
極
的
に
進
め
組

織
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
自
主
防
災

組
織
作
り
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
防

災
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
で
は
地
域
防
災
計
画

の
総
合
的
な
見
直
し
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
ざ
ん
の
防
災

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
食
概
品
、
生
活

必
需
品
、
医
薬
品
な
ど
の
怖
蓄
物

責
の
内
容
を
充
実
き
せ
、
同
時
に

術
諮
場
所
の
配
鍾
等
も
合
わ
せ
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

新 我
孫
子
南
部

我
孫
子
北
部

湖 天布 地
域
対
策
支
部

王

木 北佐
今
ロ

新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー

図
書
館
布
佐
分
館

湖
北
地
区
公
民
館

都
市
改
造
事
務
所

市
民
プ

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

0

設
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場
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〈〉新しく自分を磨いてみませんか

１
１
１

大学圃戯謁酉堂葛畠
－

生
涯
学
習
社
会
と
い
わ
れ
る
今

日
、
学
習
の
必
要
性
は
学
校
に
在

学
し
て
い
る
間
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
の
生
活
の
中

で
、
学
習
の
必
要
性
を
感
じ
た
と

き
、
ま
た
気
軽
に
学
び
た
い
と
感

じ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
内
の
川
村
学
園
女
子
大
学
、

中
央
学
院
大
学
で
は
、
今
年
も
大

学
開
放
誰
座
を
開
設
し
ま
す
。

〆 、

▼
日
時
下
表
参
照

▼
場
所
川
村
学
園
女
子
大
学

▼
対
象
一
般
成
人

▼
受
講
料
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
出
席
希
望
日
、
川
村
学

園
女
子
大
学
開
放
識
座
希
望
と
明 L ノ

記
し
、
９
月
６
日
（
水
・
消
印
有

効
）
ま
で
に
我
孫
子
１
６
８
４
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
き
く
理
１

１
５
１
へ

▼
日
時
左
表
参
照

▼
場
所
中
央
学
院
大
学

▼
対
象
一
般
成
人

▼
受
講
料
・
講
座
内
容
受
誰
案

内
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
中

央
学
院
大
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ

ー
に
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
受
誰
案

内
書
を
請
求
し
、
受
講
案
内
書
に

添
付
の
申
込
譜
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
９
月
辺
日
（
火
・
必
着
）

ま
で
に
久
寺
家
４
５
１
中
央
学
院

大
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
壷

（
鯛
）
６
５
２
９
へ

〆 、

口
ノに

０
－
■
戸
・
今
巽
画
聖
・
亀
型

▼川村学園女子大学開放講座

▼新しい用途地域決定までの予定
都
市
計
画
法
と
建
築
基
準
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

用
途
地
域
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
改
正
で
は
、
「
都
市
の
安

全
性
の
向
上
」
と
「
住
環
境
の
保

謹
」
を
考
え
、
新
し
い
用
途
地
域

を
決
定
し
ま
す
。

新
用
途
地
域
の
指
定
替
え
に
つ

い
て
は
、
今
年
２
月
の
住
民
説
明

会
の
開
催
を
経
て
、
５
月
に
は
素

案
の
縦
覧
が
完
了
。
さ
ら
に
関
係

都
市
計
画
（
案
）
を
縦
覧
し
ま
す

９
月
５
日
（
火
）
か
ら
旧
日
（
火
）
ま
で

I

１
１

機
関
と
の
協
議
も
済
み
用
途
地
域

の
（
案
）
が
、
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
新
用
途
地
域
（
案
）
、
高

度
地
区
の
変
更
（
案
）
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
（
案
）
に
つ
い
て
、
ご

意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
終

了
日
ま
で
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
９
月
５
日
（
火
）
か

ら
四
日
（
火
）
午
前
８
時
鋤
分
か
ら

千
葉
県
で
は
、
〃
心
豊
か
で
う

る
お
い
の
あ
る
ふ
る
さ
と
ち
ぱ
″

の
創
出
を
め
ざ
し
、
「
さ
わ
や
か

ハ
ー
ト
ち
ぱ
」
県
民
運
動
を
推
進
。

こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
「
さ

わ
や
か
タ
ク
シ
ー
」
運
動
を
行
い

ま
す
。
あ
な
た
の
街
で
出
会
っ
た

親
切
な
乗
務
員
さ
ん
を
、
タ
ク
シ

ー
の
車
内
に
置
い
て
あ
る
ア
ン
ケ

ー
ト
用
紙
に
必
要
事
項
と
と
も
に

書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間
今
日
か
ら
、
月
劉

日
（
火
）
ま
で

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
〒
２

７
１
松
戸
市
小
根
本
７
県
東
葛
飾

地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
壷
０
４
７
３

（
妬
）
３
０
０
８
へ

、
や
ガ
タ
ク
シ
ー
ノ

募

隅
叩
１
Ｊ
‐
４

b－』

午
後
５
時
ま
で
（
た
だ
し
、
土
・

日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
場
所
◎
新
用
途
地
域
・
・
・

県
都
市
部
計
画
課
と
市
都
市
部
都

市
計
画
課
◎
高
度
地
区
…
市
都

市
部
都
市
計
画
課

▼
案
の
内
容
住
民
説
明
会
及
び

素
案
縦
覧
で
行
っ
た
（
案
）
か
ら

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
壷

（
蓮
１
１
１
１
内
線
５
４
３

［
１

▼平成7年度国保税納期限日
国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者

の
病
気
、
負
傷
、
出
産
ま
た
は
死

亡
に
際
し
て
必
要
な
保
険
給
付
を

賄
う
も
の
で
、
国
庫
負
担
金
や
県

（納税は便利な口座振替で）

国民健康保険税

の納付にご協力を

納税は便利な口座振替で

－－

Ｉ
■
■
■
■
■
■
■
■
。
■
■
■
‐
１
１

I

講 座名

生き方探しの旅

今日から明日への自分探し

結婚と離婚の歴史

相続とは何か

家族生活と法

日本現代文学史

秘書検定2級資格取得講座

簿記検定上級A(商業簿記･会計学）

簿記検定上級B(蝋記･原価計算）

＝

ワー

簿記検定3級（講義型）

簿記検定3級（個人指導型）

実用書道（A・B）

健康とスポーツ

初めての異文化体験

上記以外の講座たまごドリームデー（10月4日から)、炭焼き講座（10月7日から)、イギリ
スの伝承童謡を読む

(10月3日から)、イ
(10月4日から)、下総の歴史と人の生き方(10月2
ギリス講座（10月19日から)、在宅介誠入門講座（

バンと一緒に（10月6日から)、ゴルフレッスン（10月3日から）

日から)、古文書を読む

10月5日から)、ビック

講師 名

平尾 ｜登紀子

こうの

河野初江

重松一義

宇都宮充夫

あきのり

須賀昭徳

早川雅之

渡辺由子

椎名市郎

くじのぷさ

久慈伸樹

大久保隆司

阿部和子他

りゅうせい

伊藤柳静

みずお

原瀬瑞夫

福永佳津子

日 時

10月4日～12月6日までの毎週水峨日
10；00～12：00

10月3日～12月12日までの毎週火I曜日

(10月10日を除く）14：00～15：30

10月6日～12月15日までの毎週金曜日

(11月3日を除く）13：00～14：30

10月2日～12月4日までの毎週月畷日
14：30～16：00

10月2日～12月4日までの毎週月蝿日
10：30～12：00

10月4日～12月6日までの毎週水I珊日
14：40～16：10

10月6日～12月15日までの毎週金曜日

(11月3日を除く）14：00～15；30

9月21日～平成8年2月1日までの毎週木暇日

(11月23日を除く）10：40～12：40

9月22日～平成8年2月9日までの毎週金剛日
(11月3日を除く）12：20～14：20

10月5日～平成8年2月8日までの毎週木曜日
(11月23日を除く）10：00～12：00

10月5日～平成8年2月8日までの毎週木曜日．

(11月23日を除く）10：00～12：00

10月9日～12月11日までの毎週月暇日
10；00～12；00．14：00～16；00

10月5日～12月14日までの毎週木I珊日

(11月23日を除く）14：30～16：00
1

10月5日～12月14日までの毎週木曜日

(11月23日を除く）13：00～14：30 I

川
村
学
園
女
子

大
学
開
放
講
座

中
央
学
院
大
学

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

講座名

こころの健康

カタルシスとしてのドラマ

こころの健康

働きざかりのメンタルヘルス

こころの健康

生涯発達心理学からみた｢年紬と｢こころ」

｢子どものやる気を育てる」

スポーツ心理学からのアプローチ

頭がいいとは？

認知科学の流れから

｢すこやかな心」と「病める心」

宗教的体験の多様性

学校の隠されたカリキュラム

教育の認知心理学

講師名

小林由利子

浅井義弘

秦野悦子

高見和至

美馬のゆり

中村恭子

有元典文

日時

9月16日(土）

14：00～15：40

9月30日(土）

14：00～15：40

10月7日(土）

14：00～15：40

10月14日(土）

14：00～15：40

10月28日(土）

14：00～15：40

11月4日(土）

14：00～15：40

11月11日(土）

14：00～15：40

一一＝

｜平
成
6

年

▽ 』

▽

！
‐
０
８
＆
け
ｆ
ｈ
ｆ
４
９
９

》
一
一
』
甲
一

勇
催
勇
成
竺

壬
一
両
一

一
一
素
一
一
着
手
一

０
８
９
０
０
０
１
１
可
℃
ロ

平
成
７
年

平
成
８
年

Z

都市計画地方審議会で審議
L

唾7

L

都市計画(用途地域)原案作成I

原案作成の準備作業(市と県）

住民説明会の開催

決定告示

(霊鍵:新用途地域が効）

間…厩3

布
佐

竹
内
神
社

祭
礼
に
伴
う
交
通
規
制

９
月
叫
日
（
木
）
か
ら
陥
日
（
土
）
ま
で
繩
鯏
繁
艫
州
荊
瑚
、

布
佐
・
竹
内
神
社
の
祭
礼
が
、
ま
で
の
３
日
間
行
わ
れ
ま
す
。
期
間
中
の
交
通
規
制
は
、
上

９
月
型
日
（
木
）
か
ら
逓
日
王
）
祭
り
は
、
神
輿
６
基
と
各
町
内
図
の
と
お
り
実
施
さ
れ
、
車
両

車両通行止

9月14日(木)④～⑧12：20～13：40

9月15日(祝)⑨～⑧19：00～20：40

9月16日(土)⑨～⑧11220～12：30

9月16日(土)④～◎19：50～21：10

通
行
止
め
道
路
は
、
緊
急
自
動

車
、
路
線
バ
ス
等
の
許
可
車
両

を
除
い
て
す
べ
て
通
行
禁
止
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
布
佐
駅
東
側
の
竹
内

神
社
か
ら
北
千
蕊
排
水
機
場
ま

で
の
区
域
の
道
路
で
も
神
輿
、

山
車
の
運
行
中
は
片
道
通
行
に

な
り
ま
す
の
で
、
当
日
は
現
場

の
指
示
に
従
っ
て
安
全
通
行
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察

署
壷
（
鑓
）
０
１
１
０

利根川 ガ ソ リ ン ス タ ン ド

●
玉
圧

期別

第4期

第5期

第6期

第7期

第8期

第9期

第10期

年

平
成
７
年

平
成
８
年

納期限日

10月2日(月）

10月31日(火）

11月30日(木）

12月25日(月）

1月鉦日(水）

2月29日(木）

4月1日(月）
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I
▼
日
時
９
月
１
日
か
ら
塑
日
ま

で
の
毎
週
金
峨
日
（
晦
日
は
除
く
）

午
前
９
時
釦
分
か
ら
ｎ
時
釦
分

（
８
日
は
午
後
１
時
か
ら
３
時
）

開
始
、
分
前
に
は
受
付
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
産
科
医
の
話
、
妊
婦
体

操
、
妊
娠
中
の
歯
科
衛
生
な
ど

こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る

方
、
ご
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

▼
日
時
９
月
”
日
（
金
）
午
前
９

時
釦
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
午
前

９
時
巧
分
か
ら
｝

▼
内
容
＊
哩
一
り
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他 謹蕊歩夕

2

分 l…

で

9月の日曜‘休日当番医
惨診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの保険証と診療費
ザ

身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、

育
児
等
に
つ
い
て
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

▼
日
程
９
月
５
日
、
返
日
急
過

日
、
配
日
の
い
ず
れ
も
火
畷
日

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
両
分

か
ら
９
時
媚
分
：
・
平
成
７
年
５
月

生
ま
れ
（
通
知
し
ま
す
）
＊
午
前

９
時
幅
分
か
ら
㈹
時
訓
分
：
・
０
か

ら
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
ゞ
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
（
３
か
ら
６
か
月
用
、

９
か
ら
ｕ
か
月
用
）
を
利
用
し
、

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記

用
具
は
毎
回
、
１
日
、
８
日
は
バ

ス
タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
使
用
）
、

聖
日
は
歯
ブ
ラ
シ

医
療
機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生
Ｇ
…
９
月
７
日
（
木
）
▼
持
参
予
診
票
、
母
子
健
康
手

▼
日
程
＊
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
▼
受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
後
１

・
・
・
９
月
５
日
（
火
）
＊
判
定
Ｂ
Ｃ
時
巧
分
か
ら
午
後
２
時
軍
分

ノ
ー
ト
（
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
送
）

を
ご
壷
く
だ
き
い
・

層
こ
り
瘻
痛
で
お
愛
の
方
マ
壹
先
蕊
名
▽
鬘
謹
の
遅
れ
が
心
配
な
爾
経
難
病
相
談

麻
し
ん
、
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
印
鑑
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▼
申
し
込
み
電
話
で
、
９
月
辺
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児

ｌ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
、
風
▼
費
用
対
象
年
齢
内
は
無
料
▼
日
程
９
月
５
日
か
ら
妬
日
ま
日
（
木
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保
し
ゃ
べ
り
づ
ら
い
、
手
足
が
不

し
ん
、
日
本
脳
炎
享
防
接
淫
蓉
徹
よ
し
一
動
物
畠
な
ど
の
神
経
症
状
で
お
悩
み

予
防
接
種
名
対
象
年
齢
・
接
種
回
数

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
麻
識
（
は
し
か
）
生
後
狸
月
か
ら
卯
月
．
１
回
接
種
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
き
い
・

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び
種
伽
ｉ
Ｆ
Ｉ

フ
ヱ
翼
一
茅
イ
バ
ル
，
鯛
▼
日
時
。
課
９
月
晋
丞

予
防
接
種
の
詳
細
は
、
予
防
接
種
三
一
種
混
合
生
後
３
月
か
ら
卯
月
・
１
期
初
回
（
３
回
）
及
▼
日
時
。
場
所
＊
９
月
烈
日
▼
内
容
ポ
ニ
ー
・
ど
さ
ん
こ
乗
午
前
９
時
か
ら
、
柏
保
健
所

這
這
「
ジ
フ
ー
ア
リ
ア
鍔
荻
１
脚
自
｝
冊
へ
１
司
一
妾
塑

れ
）
・
２
回
目
（
同
４
月
お
日
以
▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知
食
（
お
に
ぎ
り
等
）
体
操
＊
９
月
”
日
（
月
）
：
調
理
▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
三
歳
▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

,-､小
児
マ
ヒ

ボ
リ
オ
）

に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行
い
ま
す
。
▼
対
象
新
婚
家
庭
の
主
婦
、
妊
お
い
で
く
だ
さ
い
。

以
前
生
ま
れ
）
・
２
回
目
（
同
５

月
詔
日
以
前
に
１
回
目
投
与
の
方
）

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
６

口

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
蕊
記

２

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
主

鱈瞬農"著・纈奮誌嶬"健i
蕊壹i
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‘
■
囲
宇
■
■
■
Ｆ
■
回
廊
■
■
■
■
■
■
伊

県
動
物
愛
謹
セ
ン
タ
ー
（
富
里
町
）
い
広
場
動
物
相
談
ほ
か
附
属
柏
嫡
院
識
師
中
林
治
夫
氏

＊
９
月
群
日
（
日
）
午
後
０
時
釧
分
▼
参
加
蜜
無
料
▼
申
し
込
み
電
話
で
９
月
７
日

（
木
）
午
前
畑
時
か
ら
正
午
：
・
千
葉
り
（
雨
天
中
止
）
、
動
物
ふ
れ
あ
▼
担
当
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

▼
持
参
錘
記
用
具
、
健
康
手
帳
、
▼
日
時
９
月
鵡
日
（
月
）
午
前
、
な
ど

材
料
費
３
０
０
円
（
３
回
目
の
色
時
か
ら
午
後
４
時
▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

血
と
は
（
医
師
の
話
）
＊
９
月
▼
対
象
平
成
４
年
６
月
生
ま
れ
▼
日
時
９
月
詔
日
（
木
）
午
後
１

浬
日
（
金
）
…
貧
血
予
防
の
食
生
活
、
（
該
当
児
に
は
通
知
し
ま
す
）
時
か
ら
２
時

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▼
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

55

し
あ
わ
せ
学
級

母
親
学
級日

3日

10日

15日

17日

23日

24日

病・医院名

我孫子東邦病院

｜我孫子つくし野病院

撒井医院

i我孫子つくし野病院

耳鼻咽喉科飯田医院

我孫子聖仁会病院

近藤胃腸科外科

我孫子東邦病院

隈本医院

平和台病院

金山医院

電話

82－8166

84-2211

84-5555

84-2211

83-3159

88-3111

84-0211

82－8166

82－1381

89-1111

89-4166

育
児
相
談

１
歳
ｅ
か
局
完
健

『
犬
ｌ
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費

一
の
一
ｒ
部
茜
剛
叫
成
し
ま
す

（
社
）
千
葉
県
獣
医
師
会
と
ぴ
雄
・
雌
の
区
別
③
犬
・
猫
の

（
財
）
千
葉
県
動
物
保
睡
管
理
協
名
前
、
年
齢
、
毛
色
④
希
望
の

会
に
よ
り
、
不
幸
な
動
物
を
な
動
物
病
院
名
、
獣
医
師
名
を
記

く
す
た
め
に
不
妊
去
勢
手
術
費
入
し
、
９
月
即
日
（
水
）
か
ら
９

の
一
部
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
月
配
日
（
火
）
ま
で
に
〒
２
６
０

▼
助
成
額
一
頭
当
た
り
５
０
千
葉
市
中
央
区
新
宿
２
の
９
の

０
０
円
７
結
城
野
ビ
ル
－
階
（
社
）
千
葉

▼
応
募
方
法
希
望
の
獣
医
師
県
獣
医
師
会
へ
郵
送

（
県
獣
医
師
会
会
員
）
と
相
談
＊
手
術
対
象
と
な
る
犬
・
猫
等

し
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住
所
、
詳
し
く
は
、
同
獣
医
師
会
容
０

氏
名
、
電
話
番
号
②
犬
・
猫
及
４
３
（
２
４
２
）
１
０
４
７
へ

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

夜間の急病のときは

言上蛮麦盆(Sｱ)1141

靖
ク
チ
ン与

個 別接種

日
本
脳
炎
生
後
６
月
か
ら
卯
月
・
１
期
初
回
（
２
回
）
及

び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

風
し
ん
生
後
遡
月
か
ら
卯
月
・
麻
疹
接
種
後
に
１
回
接
種

三
種
混
合

一

破百ジ

傷日¥
せり

風きア

ぴ生
後
３
月
か

１
期
追
加

接
種

ら
卯
月

（
１
回
）

・
１
期
初
回
（
３
回
）
及

接
種

き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
種
混
合
を

麻
識
（
は
し
か
）

生
後
皿
月
か
ら
卯
月
。
１
回
接
種

予
防
接
種
名

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

ム
シ
歯
予
防
教
室

家庭児童相談室のご利用を
新学期が始まI)、子どもたちは元気に登

校していますか。家庭内でのお子さんのこ

とでお悩みの方はご相談を（秘密厳守）

し相談日毎週月'1mから金11臘日午前10時か

ら午後4時（ただし、昼休みを除く）

一家庭児童相談室念(85)1111内線352－

肩
こ
り
・
腰
痛
教
室

す
こ
や
か
栄
養
教
室

貧
血
教
室Ｉ

乳
幼
児
発
達
相
談

三
歳
児
健
康
診
査

神
経
難
病
相
談

療
青
相
談
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災
害
の
と
き
、
い
か
に
身
を
守

る
か
、
ど
ん
な
備
え
が
必
要
か
を
、

今
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
我
孫
子
市

地
域
防
災
計
画
地
震
対
策
編
・
風

水
害
対
策
編
＊
東
京
大
震
災
自

分
だ
け
は
助
か
る
方
法
（
国
民
自

衛
研
究
会
）
＊
大
地
震
そ
の
と

き
ど
う
す
る
（
山
村
武
彦
）
＊

火
事
の
話
蒙
本
澤
迄
＊
災

害
と
日
本
人
（
広
井
傭
）
＊
ビ

む
ろ
ざ
ざ
よ
し
て
る

ル
火
災
菫
崎
益
狸
＊
東
京

圏
直
下
大
地
震
が
迫
る
（
力
武
常

次
）
＊
危
機
管
理
の
鉄
則
（
長

谷
川
塵
太
郎
）
＊
震
災
無
防
備

都
市
（
田
中
菱
郎
ほ
か
）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い

お
話
を
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
歳

ま
で
の
チ
ビ
ッ
子
集
ま
れ
。

▼
日
程
＊
９
月
７
日
（
木
）
・
璽

日
（
木
）
・
・
・
市
民
会
館
第
４
会
議
室

＊
９
月
哩
日
（
木
）
・
詔
日
（
木
）
；
．

布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

⑬
市
民
図
書
館

殿
湖
北
台
分
館

⑬
布
佐
分
館

鐙
移
動
図
書
館

図
‐
書
案
内

『
災
害
か
ら
身
を
守
る
』

１
ｌ
ｂ
■
こ
■
日
巫

図
書
館

だ
よ
り

な 壷
（
別
）
１
１
１
０

壷
（
師
）
３
０
５
５

壷
（
胡
）
１
３
１
１

壷
（
飯
）
０
９
０
９

イ

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
訓

分◎
湖
北
台
分
館
Ⅱ
す
み
絵
Ⅱ

▼
作
品
。
作
者
ほ
た
る
ぶ
く
る

．
：
相
島
ま
あ
さ
（
湖
北
台
）
あ

た
え

や
め
：
由
村
妙
（
中
峠
）
は
な

し
ょ
う
ぶ
：
高
橋
ヤ
ス
子
（
湖
北

詫
一
）
む
巷
吋
琴
州
割
痙
岬
里
曇

し
こ

士
子
（
新
木
）

◎
布
佐
分
館
Ⅱ
書
道
Ⅱ

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
書

道
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
作
品
展

螺
孵
駕
涛
皆
側

初
江
渋
谷
窪
琴
駆
塞
謹
ま

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

そよかせ号(:書館:)9月の日程(蕊）
曜日日ｽﾃｰｼｮﾝ名i場所

*;;‘ゞ※｡｡‘.“・
北湖北地区公民館

峠 中峠亀田谷公園

木；澱灘零篭隣蓋差夕面
金艦《電懲驫書迩躍鰹
水；'蕊:蕊跳蕊3児婁鯛

L－

％皐暇駕囎鰯
田 台田池尻公園ロ

戸根戸近隣センター

金'2，雪《し野粟急ｼ･ﾂピﾝグｾﾝﾀー裏
｜
州
州

ｊ後
別
別
卯
如
叩
妬
伽
別
叩
巧
叩
叩

午
上
な
４
段
心
恐
小
欧
小
欧
設
４

く
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

間
鋤
汕
汕
加
加
加
加
加
加
加
訓
郡

時
１
２
３
２
３
２
３
２
３
１
２
３

６
．
別

水

７
・
剛

木

８
．
浬 ベ

ル
リ
ン
室
内
管
弦
楽
団
は
、

１
９
４
５
年
、
旧
東
ド
イ
ツ
の
ト

ッ
プ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
っ
た
ベ

ル
リ
ン
放
送
交
響
楽
団
の
首
席
奏

者
た
ち
を
集
め
て
創
立
さ
れ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
公
演
等
を
通
じ
て
瞬
く

間
に
第
一
級
の
室
内
楽
団
と
し
て

名
声
を
博
し
ま
し
た
。

弦
楽
器
と
木
管
楽
器
の
絶
妙
な

バ
ラ
ン
ス
と
、
さ
ざ
波
の
よ
う
な

金 柏
發
鐸
近
醤
艤
護

り
き
ざ
ぷ
ろ
う
ひ
ろ

原
力
三
郎
島
崎
健
一
高
橋
弘

と

あ
っ
た

人
清
水
康
宏
熱
田
光
夫
長

井
く
に

囮
展
示
期
間
９
月
７
日
（
木
）
か

ら
、
月
３
日
（
火
）
ま
で

ベ
ル
リ
ン
室
内
管
弦
楽
団
．

名
手
た
ち
に
よ
る
（

旧
・
”

水

脚
・
鮒

木

『

291金’
一

バ
ロ
ッ
ク
サ
ウ
ン
ド
に
趣
り
、
観

客
を
バ
ッ
ハ
の
時
代
に
誘
い
ま
す
。

名
手
た
ち
に
よ
る
、
息
の
あ
っ

た
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
、
月
羽
日
（
且
午
後
２

時
釦
分
開
場
、
３
時
開
減

▼
場
所
市
民
会
館

▼
指
揮
。
バ
イ
オ
リ
ン
〈
イ
ン

ツ
・
シ
ユ
ン
ク

▼
演
奏
曲
目
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ

管
弦
楽
組
曲
第
１
番
〈
長
調
、
プ

ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲
第
５
番

二
長
調
、
ほ
か

▼
入
場
料
Ｓ
席
５
０
０
０
円
、

Ａ
席
４
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

▼
入
場
券
発
売
所
平
賀
書
店
、

荒
井
書
店
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫

子
店
、
プ
ッ
ク
ス
ス
ズ
キ
、
石
川

春
光
堂
あ
び
こ
総
合
サ
ー
ビ
ス

１
１
１
１
１

ロ
ッ
ク
の
調
べ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

「
古
利
根
沼
を
虹
世
紀
の
子

ど
も
達
に
引
き
継
ご
う
」
と
活

動
を
続
け
て
い
る
の
が
、
古
利

根
の
自
然
を
守
る
会
の
皆
さ
ん
。

昭
和
餡
年
、
古
利
根
沼
を
宅

地
開
発
す
る
計
画
に
驚
い
た
市

民
が
、
自
然
を
守
ろ
う
と
消
費

者
団
体
や
自
然
保
謹
団
体
な
ど

に
呼
び
か
け
１
０
０
人
余
り
が

古
利
根
の
自
然
に
魅
せ
ら
れ
て

識鋤謝⑭
『

』

古利根の自然を守る会

セ
ン
タ
ー
、
レ
コ
ー
ド
あ
つ
ぶ
る
、

ポ
ピ
ー
、
柏
そ
ご
う
、
高
島
屋
柏

店
、
取
手
と
う
き
ゅ
う
、
市
民
会

館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
、
中
央
公
民

館
、
図
書
館
湖
北
台
・
布
佐
分
館

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の

入
場
は
お
断
り
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
云
孟
）
１
１
５
１

集
ま
っ
て
会
を
発
足
。
行
政
に
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
建
設
省
主

催
の
「
利
根
川
百
選
」
へ
の
投
票

呼
び
か
け
な
ど
に
よ
り
一
般
の
関

心
を
高
め
、
つ
い
に
開
発
計
画
を

見
直
さ
せ
る
ま
で
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

現
在
の
会
員
数
は
約
６
０
０
名

年
齢
は
加
代
か
ら
帥
歳
代
ま
で
と

幅
広
く
、
住
ん
で
い
る
地
域
も
茨

城
県
か
ら
京
都
府
ま
で
全
国
に
広

が
っ
て
い
る
。

定
期
的
な
活
動
は
、
沼
や
斜
面

林
、
水
路
な
ど
の
昆
虫
や
動
植
物

を
観
察
す
る
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
と
、

沼
周
辺
を
溝
揺
す
る
ク
リ
ー
ン
作

戦
。
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
、
地
主

の
方
の
承
諾
を
も
ら
い
独
自
に
ゴ

ミ
箱
を
設
鍾
。
岸
辺
の
清
掃
と
と

も
に
毎
週
ゴ
ミ
を
回
収
し
て
い
る
。

「
野
鳥
や
小
動
物
に
と
っ
て
は

弱蕊子耐
ふる竜と固圖

壱冨畠

ン
サ
ー
ト

我孫子市ふるさと産品育成

協議会では、市を象徴する

帆ふるさと産品〃を募集しま

す。ぜひ、ご応募ください。

し募集内容市内で製造・加

工され、本市を象徴する物

し募集期間9月20日(水)ま
で

※応募方法等、詳しくは(財）

我孫子市あゆみの郷公社冠

(83)1130へ

凶
器
と
な
る
つ
り
糸
や
、
ゴ
ミ
の

投
げ
捨
て
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

せ
っ
か
く
の
自
然
が
か
わ
い
そ
う

で
す
」
と
、
沼
を
愛
す
る
会
員
は

心
を
痛
め
る
こ
と
も
多
い
。

ま
た
、
ト
ン
ボ
池
や
コ
イ
の
産

卵
場
の
整
備
、
柳
の
移
植
な
ど
環

q市民プラザパソコン教室】

PCカレッジ
曰程を変更します

よ

■

○
名
Ｉ

へ ■

一

境
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

「
古
利
根
沼
は
湿
地
と
斜
面
林

が
一
体
と
な
っ
て
い
て
、
来
る
た

び
に
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
」

と
会
員
の
皆
さ
ん
。

「
今
月
は
、
日
（
日
）
に
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん

に
も
、
身
近
に
残
る
古
利
根
沼
の

貴
重
な
自
然
に
、
触
れ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」

▼
連
絡
先
土
子
一
郎
壷
（
師
）
２

３
４
１
蓮
絡
は
午
後
５
時
以
隆

市
民
プ
ラ
ザ
パ
ソ
コ
ン
教
室
・

Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
の
日
程
が
、
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
第
３
期
Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ

（
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
）
の
受
識

生
を
、
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。

毎
月
第
４
金
曜
日
午
前
、
時
か

ら
正
午
ま
で
「
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で

も
相
談
」
も
開
設
。

あ
な
た
も
、
趣
味
に
仕
事
に
パ

ソ
コ
ン
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
日
程
の
変
更

毎
週
土
暇
日
に
開
誰
し
て
い
た

日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
中
級
編
「
一
太

郎
バ
ー
ジ
ョ
ン
６
」
が
、
９
月
か

ら
第
２
・
第
４
土
曜
日
以
外
の
土

噸
日
に
変
更
に
な
り
、
ワ
ー
プ
ロ

初
級
編
三
太
郎
バ
ー
ジ
ョ
ン
５
」

と
併
せ
て
開
識
し
ま
す
。

※
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
は
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン

の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ
念

（
記
）
２
１
１
１

陸
ど
ん
な
生
物
が
い
る
か
を
調

べ
る
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
参
加
者

▲
古
利
根
の
自
然
を
守
る
会
の

皆
さ
ん

‘一W
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文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。

締切は毎月13日(必着)。ハガキで1人1作に限

ります。

応募先我孫子1858市役所広報広聴課

Ⅱ
躍
り
ま
す
Ⅱ

▼
有
料
で
＊
エ
レ
ク
ト
ー
ン

〈
佐
々
木
念
（
鯛
）
９
１
５
５
〉

▼
無
料
で
＊
折
り
た
た
み
ベ
ッ

ド
〈
宇
佐
美
云
露
）
３
３
０
４
〉

＊
七
五
三
用
帯
・
ぞ
う
り
セ
ッ
ト

〈
川
居
査
魂
）
６
２
２
３
〉

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

＊
剣
道
防
具
一
式
（
小
学
校
高
学

短歌 俳句
山 本寛太選 染谷杲径選

み
ん
み
ん
や
今
日
す
る
事
の
多
き
こ
と
宮
腰
多
加
雄

く
だ

土
用
波
砕
け
て
話
と
ぎ
れ
た
り
田
中
栄
太
郎

柿
若
葉
下
の
あ
か
ご
の
ほ
ほ
の
い
る
松
浦
白
梅

寄
れ
ば
す
ぐ
老
後
の
話
ソ
ー
ダ
水
泉
蛍
久
子

新
涼
や
錨
い
た
る
ま
ま
の
怠
け
癖
壁
谷
千
鶴
子

朝
市
の
茄
も
ろ
こ
し
の
鍵
き
か
な
小
林
光
江

坪
繰
句
を
舞
池
麺
九
て
盆
用
意
浅
井
麓
擢

し
き
た

百
態
の
雲
の
形
象
秋
立
ち
ぬ
篠
田
ま
さ

夏
萩
の
乱
れ
し
ま
ま
に
池
の
風
萩
谷
日
出
夫

り
よ
く
い
ん
正
ご
い

緑
陰
の
直
哉
旧
居
の
鍵
鯉
か
な
山
口
魁

舟
底
を
叩
く
荒
磯
錘
遊
ぶ
和
田
郵
雌

た
た
あ
ら
い
そ
か
に

赤
ト
ン
ボ
一
つ
見
つ
け
乙
塞
職
石
川
照
子

お
ほ
り

梅
雨
晴
間
古
利
根
川
を
め
ぐ
り
き
て
小
堀
村
な
る
祭

あと
遇
ひ
ぬ
黒
川
和
成

み
澄
溌
り
し
亡
き
毒
し
の
び
涙
す
る
お
盆
間
近
く
思

ひ
一
入
蘂
田
つ
ゆ
子

花
菖
蒲
咲
く
沼
の
辺
を
歩
み
来
る
杖
持
つ
二
人
の
歩

み
燕
し
き

関
ロ
静
江

壱
塞
毎
ま
す
を
不
思
議
と
も
思
は
い
夢
の
な
か
た
び

た
び
出
で
ま
せ
共
に
し
過
さ
む
馬
場
千
鶴
子

一
』

庭
先
に
幾
日
か
飛
び
来
し
白
雀
卒
寿
越
え
に
し
君
へ

の
吉
兆
山
口
魁

お

朝
ぐ
も
る
沼
辺
を
来
れ
ば
岸
に
生
ふ
る
ま
こ
も
は
若

き
色
に
花
咲
く
三
谷
和
夫

一
輌
で
田
中
を
走
る
銚
子
電
鉄
車
内
に
冷
た
き
ラ
ム

ネ
売
り
ゐ
る
奥
理
吏
江

く

と
も

過
ぎ
し
日
に
悔
い
は
あ
ら
ず
と
老
友
云
ひ
て
娘
の
許

に
越
し
て
ゆ
き
た
り

小
林
直
江

蕊
夜
中
の
点
滴
替
へ
に
目
覚
め
け
り
や
が
て
遠
の
く

ナ
ー
ス
の
足
音

松
浦
白
梅

敗
戦
の
苦
難
乗
り
越
え
五
十
年
恒
久
不
戦
を
誓
ふ
新

た
に
須
田
博

年
・
男
子
用
）
〈
沢
田
電
（
弘
）
２

０
８
８
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は

電
話
で
、
市
民
生
活
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
冠

（
錨
）
１
１
１
１
内
線
３
２
９

、‐ ノ

／ ､

ひ

ろ

ば

例

蕪

市
禰
側

民
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《
豚
肉
の
ボ
ー
ビ
エ
ッ
ト
》

９
月
、
日
（
旦
は
全
国
下
水

道
促
進
デ
ー
。
日
本
下
水
道
協

会
で
は
下
水
道
整
備
促
進
の
た

め
、
ポ
ス
タ
ー
や
作
文
、
標
語
、

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

（
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
は
小
・
中

学
生
が
対
象
で
す
。
学
校
単
位

で
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
）

Ｔ
ｐ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０’9月10日(日)は全国下水道促進デー

ふ
だ
ん
使
い
な
れ
た
豚
肉
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
間
を
か

け
る
だ
け
で
す
て
き
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
変
身
。
子
ど
も
の

誕
生
日
や
お
客
様
の
お
も
て
な
し
に
も
最
適
で
す
。

-－

参
曙
警

参
鐸

｢下水道いろいろコシ

ワール』作品琶募集
黙

◎
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

▼
応
募
規
定
官
製
ハ
ガ
キ
－

枚
に
一
人
１
作
品
（
応
募
点
数

に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

※
作
品
に
は
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
聯
業
、
電
話
番
号
を
明
記
。
｜

◎
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

▼
応
募
規
定
キ
ャ
ビ
ネ
か
ら

４
ツ
切
り
判
ま
で
の
自
作
未
発

表
の
作
品
で
、
単
・
組
写
翼

（
３
枚
以
内
で
順
番
を
明
記
）
。

※
作
品
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
電
話
番
号
、
撮
影
日
時
、

場
所
、
デ
ー
タ
等
を
添
付
。

画
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ

郵
送
で
、
ｕ
月
鋤
日
（
木
・
消

印
有
効
）
ま
で
に
〒
１
０
２
束

京
都
千
代
田
区
九
段
南
４
の
８

の
９
（
株
）
日
本
水
道
新
聞
社

出
版
企
画
部
企
画
室
「
下
水
道

い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
係
」
壷

０
３
（
３
２
６
４
）
６
７
２
１
へ

、

／豚ロース薄切り16枚、豚ひき肉400
9、たまねぎ（みじん切り）1/2個、

パン粉大さじ3杯､牛乳50cc、バタ

ー・サラダ油各大さじ1杯、固形ス

ープ（コンソメ）1個
<ソース＞

たまねぎ(薄切り)1/2個､マッシュ

ルーム8個、バター・薄力粉各大さ

、じ2杯

圖
團

／

①
た
ま
ね
ぎ
の
み
じ
ん
切
り
を
バ

タ
ー
で
よ
く
妙
め
、
ひ
き
肉
に
パ

ン
粉
と
牛
乳
、
塩
、
こ
し
ょ
う
と

と
も
に
入
れ
、
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

②
で
き
た
も
の
を
８
等
分
し
、
豚

ロ
ー
ス
の
薄
切
り
２
枚
を
十
字
に

重
ね
た
上
に
載
せ
包
み
込
み
、
少

し
平
ら
に
つ
ぶ
し
て
お
く
。

③
ふ
た
の
で
き
る
浅
め
の
鍋
に
サ

ラ
ダ
油
と
バ
タ
ー
を
入
れ
、
中
火

で
包
ん
だ
ロ
の
方
か
ら
両
面
に
し

７
月
調
日
主
）
、
手
賀
沼
の
浄

化
を
願
い
、
我
孫
子
市
・
柏
市
・

沼
南
町
の
２
市
１
町
合
同
に
よ
る

「
手
賀
沼
花
火
大
会
」
が
、
手
蛮

沼
公
園
沖
湖
上
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
第
９
回
目
を
迎
え
た
同

囮
回
圀

第
９
回
蜀
手
賀
沼
花
火
大
会
」

音
と
光
の
芸
術
を
心
ゆ
く
ま
で
感
嘆

あ
ひしぬ農えみ

菱沼恵美さん
（青山台）

び

つ
か
り
と
焼
き
目
を
付
け
る
（
少

し
狐
色
に
な
る
程
度
）
。

の
③
に
、
コ
ン
ソ
メ
を
２
カ
ッ
プ

の
水
で
溶
い
て
入
れ
ふ
た
を
し
、

弱
火
で
と
き
ど
き
ひ
っ
く
り
返
し

な
が
ら
巧
分
く
ら
い
煮
込
む
。

⑤
ソ
ー
ス
は
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に
た

ま
ね
ぎ
の
薄
切
り
を
入
れ
、
バ
タ

ー
で
妙
め
、
し
な
つ
と
し
た
ら
マ

ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
薄
切
り
を
加
え
、

弱
火
で
７
．
８
分
妙
め
る
。

⑥
薄
力
粉
を
加
え
よ
く
混
ぜ
合
わ

せ
な
が
ら
２
．
３
分
妙
め
、
火
を

止
め
④
の
煮
汁
を
入
れ
て
混
ぜ

塩
・
こ
し
ょ
う
で
味
を
整
え
る
。

⑦
器
に
肉
を
乗
せ
付
け
合
わ
せ

の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
等
で
飾
り
、
ソ

ー
ス
を
か
け
て
で
き
あ
が
り
。

花
火
大
会
は
、
夏
の
風
物
詩
と
し

て
す
っ
か
り
定
着
。
午
後
７
時
ｍ

分
、
福
島
浩
彦
市
長
が
点
火
式
を

行
い
、
我
孫
子
会
場
か
ら
一
斉
に

ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
仕
掛
け
花
火
、

水
中
花
火
な
ど
エ
夫
を
凝
ら
し
た

こ

あ

れ

色
と
り
ど
り
の
創
作
花
火
が
、

〃
ド
カ
ー
ン
、
ド
カ
ー
ン
〃
と
、

威
勢
よ
く
次
々
と
夏
の
夜
空
高

く
打
ち
上
げ
ら
れ
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
・
歓
声
が
わ
き

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

．
当
日
は
、
朝
か
ら
快
暗
で
、
気

温
も
正
午
に
は
、
誕
度
に
。
・
・
・

日
中
強
く
吹
い
て
い
た
風
も

夕
方
に
は
、
涼
風
が
手
賀
沼
の

湖
面
を
吹
き
抜
け
る
花
火
日
和

と
な
り
、
会
場
を
訪
れ
た
大
勢

の
家
族
連
れ
や
浴
衣
姿
の
若
い

カ
ッ
プ
ル
た
ち
も
、
し
ば
し
暑

さ
を
忘
れ
、
〃
音
と
光
の
芸
術
″

を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。こ

れ

こ ▼ウーマンカレッジ日程表

（ ）受講生募集 ＊

日程
講座内容（時間）

(午前10"30分から正午)I(午後1時から2時30分） ウーマンカレッジ
（基礎講座》

女性と環境一地

球に優しい買い

物の方法一

9月14日

（木）

女性を取りまく

社会の変化

育ててみませんかあなたの可能性9月21日

（木）

40代からの心と

体の健康
介護の現場から

１
１
坐
あ
び
こ

▼
日
程
。
内
容
左
表
参
照

▼
場
所
柏
市
中
央
公
民
館

▼
参
加
資
格
県
内
在
住
・
在
勤

の
女
性

▼
定
員
先
着
１
８
０
名
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▼
受
識
料
無
料

※
申
し
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
県

社
会
部
青
少
年
女
性
課
云
０
４
３

（
２
２
３
）
２
０
６
１
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
・
申
込
書
は
市
企
画
課

お
よ
び
中
央
・
湖
北
地
区
公
民
館

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

「
手
賀
沼
浄
化
を
考
え
る
市
民
講
座
Ⅶ
Ｌ
璽
元
成

鳥
壁
人
の
共
生
巻
め
ざ
し
て

9月26日

（火）

これからの労働

事備

働き続ける女性

たちへ昨
年
辺
月
に
行
わ
れ
た
「
手

黄
沼
浄
化
を
考
え
る
市
民
識
座
」

の
諭
演
録
Ⅶ
（
写
真
．
Ａ
５
版

鰡
頁
）
が
完
成
。
ご
希
望
の
方

に
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

同
識
座
は
、
市
と
（
財
）
山
階

I

社会が変わる、

法律が変わる、

女性が変わる

10月5日

（木）
女性と年金

10月12日

（木）

男女共同参画社

会へのステップ
家族について

あ
れ
こ’
れ
こ
れ
一
〒
１
１

鳥
類
研
究
所
が
共
催
し
て
手

黄
沼
の
浄
化
と
再
生
の
道
を

探
る
た
め
に
、
市
民
と
行
政
一

が
と
も
に
考
え
る
場
と
し
て

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
。

今
回
は
、
兵
庫
県
豊
岡
市

の
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
化
の

取
り
組
み
」
や
「
鳥
と
人
と

の
共
生
を
め
ざ
し
て
」
と
題

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

▼
配
布
日
。
部
数
今
日
か
ら

先
着
３
０
０
部

▼
配
布
場
所
。
問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
（
西
別
館
２
階
）

壷
（
配
）
１
１
１
１
内
線
５
６
８

⑬
一
三は

一
一
一
一
一
一
一
一
一沼

一
一
一
一
一
一
一
一
一

伽
唾
手

あ
一
三

省
－

８
月
加
日
百
）
、
市
民
体
育

館
で
我
孫
子
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
総
合
開
会
式
が
、
福
島
浩
彦

市
長
を
来
賓
に
迎
え
て
、
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
記
録
的
な
猛
暑
の
な

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
元
気
に
汗
を

‐9ザーーヨ添
い

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
開
会
式
を
開
催

び

こ

あ
れ

か
、
野
球
や
サ
ッ
カ
Ｉ
等
５
専
門

部
“
団
体
と
関
係
者
な
ど
約
１
３

０
０
人
が
参
加
（
写
真
）
。

同
少
年
団
を
代
表
し
て
湖
北
台

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
斉
藤
隆
之
君

（
６
年
生
）
が
、
『
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
っ
て
限
り
な
く
伸
び
る
自
分
の

力
を
作
り
出
す
た
め
に
努
力
し
ま

す
」
と
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
糖

神
を
力
強
く
唱
和
し
ま
し
た
。

開
会
式
後
に
は
部
門
を
越
え
た

子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
は
か
る
た

め
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
。

色
と
り
ど
り
の
曼
一
ホ
ー
ム
姿

の
子
ど
も
た
ち
は
、
詰
め
か
け
た

家
族
や
他
チ
ｉ
ム
の
声
援
の
な
か
、

元
気
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

こ

れ

’



笏び
一
』 (6)1995．9．1

第908号

|L

騨噸鶴
圓囹国凹

｜I ’
◎楽しく遊ぼう

し日時9月g日(土)午前9時30

分から11時30分（参加費無料）

陰場 所湖北地区公民館

し内容①折り紙②おはなし会息

語りrやまIU'ばの錦」⑧ベーゴマ、

メンコ④将棋、オセロ

レ持参①折り紙、ハサミ、のり

し問い合わせ湖北地区公民館垂

(88)4433

．子どもクッキング（仲よしのお

友だちとハンバーグを作ろう）

し日時・場所9月g日(土)午前

10時から正午、中央公民館

陰対象・定員小学生、先着40名

し参加愛300円（材料費）

し持参ｴブﾛﾝ､三角飴､ふき
ん2枚

い申し込み．問い合わせ電話で

中央公民館「子どもクッキング」

係冠(82)0515へ

し場所中央公民館（だだし、場（88)23081電話番号を明記し、①PTAの部

は9月15日（祝・必蕾）までに宵し日時・場所g月17日(日)午後所が確保された場合に限る）

：護ｿ濯悪:制毫｜山台3の7の6繩B子云(84)57372時から4時30分､市民会館少講師鈴木光子氏

⑳⑤⑨圃團
野崎壷(82)1447へ▼社会福祉事業基金|ことつくし野1に天王台5の5の1の503中島直

惨 参 加 費 1 チ ーム3000円集しています。シ減免金額駐車料金額の半額りましだ。

世申し込み・問い合わせハガキし問い合わせ小野壷(82)6161し減免方法利用の際、身体障害

’
の

者・療育手帳の確認により減免|こ大会名、チーム名、参加者全員

惨問い合わせ（財)都市建設公社陰圖時9月10日〔日)午後2時の氏名、代表者の住所、氏名、電

‘’し場所市民ブﾗげ 話番号を明記し、9月20日（水．倖日時．場所9月30日(土)午後壷(85)1111内線550

伝内容日本文化にも造詣の深い必着）までに白山3の1の33中山5時30分開場、ふれあいプラザさ
留学生が、フィンラントュの風土．妙子盃(82)3177へ かえ（印旙郡栄町)、入場無料

惨出演グッチ裕三＆グッチーズ

レ定員500組･1000名（応募者多

｜文]上・生活を日本語で紹介

Ａ
刷
閏
胴
騨
胴
傭
仙
冑
脇
息
測
り
厨
Ⅱ
３
蕊
熱
り
蕊

騨
理
９
月
鰯
鰯

伝講師ペトリ・ニエメラ氏（千

葉大学大学院生）し 日時・場所10月1日(日)午前数の場合は抽選）

抄参加 愛無料8時30分、市民体育館野球場集合し申し込み．問い合わせハガキ

シ問い合わせ我孫子市国際交流（雨天の場合は8日に延期）｜こ住所、氏名、年齢、職業、電話

協会（AlRA）事務局垂(83)12ケ募集数男子6チーム（先着順）番号、同伴者の氏名、ふれあいプ

31し参加費1チーム5000円ラ ザさかえと明記し、9月5日

レ申し込み・問い合わせハガキ（火・消印有効）までに〒260千

にチーム名、代表者の住所、氏名、葉市中央区富士見2のgの5東京

電話電号を明記し、9月10日(日・電力(株)干葉支店に地球トーク＆し日時9月16日(土）・17日(日）

午前10時から午後5時（だだし、必着）までに湖北台8の18の4のライブ」係査043(224)3111へ

17日は午後4時まで）203浦川嬉之垂(88)8946へ

圏回回国陳場所市民プラザ（入場無料）

少問い合わせ折居垂(88)7802

傍日時9月6日(水)から10日

(日)午前10時から午後5時（ただ修日時毎月第2・第4土曜日午

’
戸入場料800円（全席自由） シ場所市民会館（入場無料）し対象・定員盆栽の好きな方、

ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１

シ入場券発売所平賀蕎店、荒井し問い合わせ日暮云(82)4048先着20名（男女は問いません〕 ㈹
｜
順
帥
一
剛

書店、プックススズキ、レコード

あつぶる、学友堂、市民会館内売

シ参加蚕年会費8000円（前・後

期に分けて納入)､入会金2000円

店ひろがりミュージシャン“EP○”が親似申し込み．問い合わせ電話で
しけ

し問い合わせ石井合(89)1141子で楽しめる童謡を演奏します。盆栽友の会四家云(82)2439へ

’
’ シ日時・場所10月23日(月)午後

1時30分開場、市民プラザ

シ日時9月16日(土)、第1回…

午後1時30分、第2回…3時

し場所湖北地区公民館

し上映作品r白旗の少女鮪』
「おこり地蔵」

し入場料大人800円､小学生以下

500円

し問い合わせつばめ共同保育園

念(87)5005

14木

lISe

1石~王畷蕪の…憾艤<’－
ノ

地域ﾘﾊビﾘ教室参加者
市議馴舗卿馴らせ

平成7年第3回市議会定例

会は、9月5日(火)に開会さ

れ、一般質問は9月11日（月）

から13日(水)までの3日間が

予定されています。

本会議は、どなたでも自由

に傍聴できます。

※詳しくは､議会事務局壷(85）

1111へお問い合わせください。

｢あびこ舞台｣公演
す
ー

』
や
が
ち
ゃ
ん 第18回連盟書道展

洸農園ｵｰﾝ
バレーボール市民大会

巣しく遊ぼう．子どもクッ
(学校週5日制関連

ｷﾝゲ
行事） 第34回昭和の演歌

歌と踊り夏の大会
熱い日常難話(轍)轆生

柵
》 窪拳暴謹臺

茶道連盟月釜

家庭婦人卓球大会
我孫子駅南 口駐車場
駐車料金を減免します

日曜当番医｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービ肥(85)1313

我孫子市国際交荊開会(AIRA）
文化講演｢留学生が先生/」

TEPCO剛ﾄーｸ&ﾗｲﾌ゙

1金

2土

ろ⑧

4月

5火

⑰水

7木

S金

9土

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
毒酒害相談＝寿市民センター13;30～15:00
壷健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

‘ず市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス

〃休日敦急歯科診寮日=休日散急歯科諏涌(市民会鐵勾)9:00~11:30
壷結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

－消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
壷心配ごと相駿＝社会福祉協議会9:00～15:00
置夛市民会館・市民図書館・膳の博物館休館
画つつじ荘・西部福祉センター休館

壷法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

霞夛消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
K琴市民画露館休館

壷市民プラザ休館

〃不動産相談＝市民相談室10:00～15:00
r蚕健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

壷市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当番民＝テレホンサービス
重休日救急歯科診凝日=休日救急歯科診鰯所(市民会館内)9:冊~11:30

雪交通事故相談＝市民相談室10:00～15:00
〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
厘蚕心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
〃市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
壷･つつじ荘・西部福祉センター休館

壷法律相駿＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
壷つつじ荘・西部福祉センター休館

壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
[壷健康相談＝西部福祉センター10:00～11230

壱市民ブラザ休館

－休日当番医＝テレホンサービス
〔蚕休日戴急歯科診康日=休日救急歯科診頚所(市民会館内)9:冊~11:30
〃市民図垂亟休館

ｿﾌﾄポー ﾙ連盟杯大会

我 孫子華道連盟
30周年記念華道展

第40回大利根美術協会
記念絵画展

盆栽友の会会員
混声合唱団噌
第1回定＃

(ひびき)」
演奏会

子育て中のお母さんの
ためのコンサート

平和を願う親子映画会 瓶ダﾝ潮|艫瀧鋤I者


